




















































































































































































































　「たかはしさとる」は、彼が 1 年生のときに灰谷が受け持った児童の 1 人である。幼稚園
のときにダンプカーにはねられるという事故にあう。その事故で右足を失ってしまい、その
右足には義足がつけられた。事故のことを、彼は後に次のように書いている。


























































































































































































　第 1 節では自己と向き合うこと、掘り下げることから始まり、第 2 節では死者と向き合い
































































































































































































































































































　また会いにいきます　さようなら     優子（93）
　園田にとって、はじめ優子はどこにでもいるただの目立たない児童だったに違いない。だ
が、園田が優子と対等な立場








































































































































































































　写真 2 ～ 4 では優しくされる側の剛君が変わっているのに

























































































（1） 灰谷健次郎（1934 年 10 月 31 日－ 2006 年 11 月 23 日）は児童文学作家。兵庫県神戸市生まれ。大









（10） 灰谷健次郎『すべての怒りは水のごとくに』（角川文庫、1999 年）、90 頁。
（11） （12）前掲書『わたしの出会った子どもたち』、45 頁。
（13） この事件については同前書の 38-46 頁、前掲書『すべての怒りは水のごとくに』、88-92 頁を参照。ま





































（44） 灰谷健次郎編『子どもの詩が生まれた』（理論社、1986 年）、98 頁。





















































































（118） 前掲書『現代日本文化論３ 学校のゆくえ』、103-106 頁。
（119） 同前書、106 頁。
（120） 同前書、106-107 頁。
（121）（122）同前書、114 頁。
（123） 同前書、118 頁。
（124） 同前書、118-119 頁。
（125） 同前書、86 頁。
（126） 同前書、116 頁。
